
　
　
　
　
紹
　
　
　
介

を
多
く
包
含
し
て
其
研
究
が
古
代
文
化
演
習
の
上
に
一
つ
重
要
の

隈
り
無
く
大
き
い
時
斯
る
研
究
へ
の
一
手
引
－
こ
し
て
有
盆
な
も
の

ε
思
は
れ
る
。
此
を
機
會
に
斯
る
調
査
が
各
地
方
に
多
撒
出
版
さ

れ
ん
事
を
希
望
し
た
い
。
（
菊
判
一
七
二
頁
、
大
阪
恋
、
非
資
品
）

〔
藤
〕

醗
校
定
出
雲
國
風
土
記

　
幽
雲
國
風
土
記
は
聖
武
天
皇
の
天
寵
五
年
に
勘
造
さ
れ
覗
存
す

る
諸
風
土
記
中
最
も
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
其
の
傳
本

に
誤
謬
が
多
く
、
從
來
無
位
研
究
に
遣
憾
な
黙
が
少
く
な
か
っ
た

の
を
、
島
根
縣
皇
典
講
究
分
所
に
於
て
大
正
十
年
に
之
が
研
究
會

を
起
し
、
…
幾
多
の
郷
土
襲
家
相
集
ま
つ
て
二
十
数
種
の
異
本
に
よ

っ
て
之
を
校
訂
し
、
前
後
八
年
を
費
し
て
殆
ん
さ
完
壁
に
近
い
定

本
を
得
、
宮
地
直
一
藩
士
の
校
閲
を
繧
て
之
を
土
質
し
、
別
に
精

巧
な
る
天
李
時
代
の
出
雲
國
想
像
岡
を
附
し
て
會
員
に
頒
布
し
弛

が
、
此
度
其
の
残
本
を
希
望
者
に
實
費
を
以
て
頒
？
し
の
こ
一
こ
で

あ
る
。
古
典
に
趣
味
を
有
す
る
入
々
は
一
本
を
求
め
ら
れ
る
必
要

が
あ
ら
う
ミ
思
ふ
。
（
和
本
傘
紙
判
本
文
七
ミ
枚
、
索
引
＋
四
枚

　
　
　
　
　
　
餓
輩
丁
｝
血
欝
　
　
第
瓢
冨
観
　
　
　
四
五
屯
ハ

松
江
市
、
島
根
縣
皇
典
講
究
分
所
獲
行
、
特
製
試
圓
、
普
通
本
登
、

試
○
圓
，
工
料
晶
ハ
鱒
桝
）
〔
松
野
〕

鶴
東
幅
寺
誌

白
石
芳
留
編

　
今
春
四
月
學
行
さ
れ
た
開
山
六
百
五
十
年
忌
記
念
出
版
ミ
し
て

編
者
の
手
稿
『
輝
宗
編
年
史
』
中
よ
り
特
に
東
福
寺
、
萬
壽
寺
、
普
門

寺
、
三
聖
三
等
に
關
す
る
建
久
四
年
よ
り
享
和
二
年
に
亙
る
事
項

を
抄
録
し
て
編
年
艦
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
潮
大
日
本
史

料
の
罷
裁
に
倣
ひ
、
先
づ
簡
潔
な
立
文
を
掲
ぴ
て
其
重
要
事
項
に

は
資
料
を
載
せ
、
然
ら
ざ
る
も
の
は
墨
壷
を
記
し
て
史
實
の
正
確

を
期
し
て
み
る
。
事
項
の
豊
富
－
こ
資
料
の
博
捜
ε
は
本
書
を
宗
門

歴
史
の
研
究
に
鋏
く
べ
か
ら
ざ
る
資
料
集
「
こ
す
る
。
叉
重
要
名
辞

は
ゴ
シ
ッ
ク
印
刷
ミ
し
て
捜
覧
の
便
を
計
り
、
各
時
代
の
重
要
事

項
を
小
字
に
註
し
て
背
景
－
こ
し
て
の
一
般
惰
勢
を
知
ら
し
め
以
て

各
事
項
の
有
つ
意
義
を
理
解
せ
し
め
よ
う
隔
こ
す
る
。
附
録
に
は
三

文
を
掲
げ
て
一
萱
に
便
に
し
、
東
輻
其
他
諸
寺
の
往
持
歴
代
、
東

編
章
末
寺
異
同
表
を
加
へ
て
る
る
。
其
豊
富
な
材
料
ε
周
到
な
編

纂
ミ
は
宗
門
の
清
長
を
窺
ふ
べ
き
好
古
の
も
の
芝
し
て
↓
開
山
年
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